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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第46期
第３四半期
累計期間

第47期
第３四半期
累計期間

第46期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日

至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 （千円） 8,935,081 8,723,755 12,223,188

経常利益 （千円） 852,210 590,899 1,183,671

四半期（当期）純利益 （千円） 581,231 398,197 807,326

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 526,584 526,584 526,584

発行済株式総数 （株） 13,865,992 13,865,992 13,865,992

純資産額 （千円） 5,792,923 6,221,125 6,033,982

総資産額 （千円） 8,723,302 9,316,163 9,237,677

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 47.91 32.82 66.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 20.00

自己資本比率 （％） 66.4 66.8 65.3
 

 

回次
第46期
第３四半期
会計期間

第47期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日

至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.57 9.18
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間における日本経済は、企業収益や雇用環境の改善などにより、緩やかな回復基調で推移し

ました。一方で海外の政治動向や北朝鮮情勢を巡る地政学リスク等、先行きは依然として不透明な状況が続いてお

ります。

当社が属する情報サービス業界におきましては、特定サービス産業動態統計（2017年11月分確報）による売上高

は前年同月比＋7.7％と３ヶ月連続で増加となっております。また、日銀短観（2017年12月調査）による金融機関の

ソフトウェア投資計画も増加傾向が続いているものの、労働需給は逼迫しており、ＩＴ技術者不足は解消しておら

ず、人材確保は厳しい状況であります。

このような環境のもと、当社は中期事業計画（2015年度～2017年度）の最終年度を迎え、より一層の営業案件の

確保と案件を確実に受注する体制の構築に注力してまいりました。

これらの結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高は8,723百万円（前年同期比2.4％減）となりました。利

益面につきましては、将来を見据えた新人育成の強化及びＡＩ等新技術の調査・研究への先行投資を行ったことに

加え、仕入コストが上昇したこと等により、営業利益は582百万円（同30.9％減）、経常利益は590百万円（同

30.7％減）、四半期純利益は398百万円（同31.5％減）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①ソフトウェア開発

当社の中心的なビジネス領域である金融系分野の売上高は7,457百万円（前年同期比4.0％減）となりました。

既存顧客の保守領域の拡大や共済系システムの刷新による受注が増加した生命保険系業務は2,186百万円（同

9.3％増）、既存顧客からの案件受注が堅調に推移した損害保険系業務は2,507百万円（同7.7％増）となりまし

た。一方、税制改正や制度改定が一巡したこと等により銀行系業務は1,149百万円（同25.0％減）、ネット証券の

大型開発が保守フェーズとなり体制が縮小した証券系業務は1,274百万円（同15.3％減）となりました。

非金融系分野の売上高は、1,035百万円（同13.6％増）となりました。

基盤系保守の拡大により通信系業務が525百万円（同27.6％増）、保守フェーズが継続した医療・福祉系業務は

186百万円（同0.5％減）となりました。

これらの結果、ソフトウェア開発の売上高は8,492百万円（同2.2％減）となりました。

②情報システムサービス等

情報システムサービス等の売上高は230百万円（前年同期比8.6％減）となりました。
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(2)　財政状態の分析

＜資産、負債及び純資産の状況＞

当第３四半期会計期間末における総資産は9,316百万円となり前事業年度末に比べ78百万円増加しております。こ

れは主として、現金及び預金が105百万円、仕掛品が226百万円、投資有価証券が45百万円増加し、売掛金が259百万

円、繰延税金資産（流動資産）が50百万円減少したことによります。また、負債合計は3,095百万円となり前事業年

度末に比べ108百万円減少しております。これは主として、未払費用が59百万円、退職給付引当金が96百万円増加

し、未払法人税等が114百万円、賞与引当金が159百万円減少したことによります。純資産は6,221百万円となり、前

事業年度末に比べ187百万円増加しております。これは主として、四半期純利益398百万円を計上したこと、剰余金

の配当により242百万円の減少があったことによります。これらの結果、自己資本比率は66.8％となり、前事業年度

末に比べ1.5ポイント増加しております。

 

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,865,992 13,865,992
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株
であります。

計 13,865,992 13,865,992 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

－ 13,865,992 － 526,584 － 531,902
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,733,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,118,500 121,185 －

単元未満株式 普通株式 13,792 － －

発行済株式総数  13,865,992 － －

総株主の議決権  － 121,185 －
 

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,700株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数27個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社
東邦システムサイエンス

東京都文京区小石川
一丁目12番14号

1,733,700 － 1,733,700 12.50

計 － 1,733,700 － 1,733,700 12.50
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,488,951 6,594,202

  売掛金 1,669,003 1,409,602

  仕掛品 8,555 235,425

  繰延税金資産 139,124 89,095

  その他 65,767 56,000

  貸倒引当金 △5,001 △4,216

  流動資産合計 8,366,402 8,380,109

 固定資産   

  有形固定資産 31,053 29,949

  無形固定資産 12,619 10,930

  投資その他の資産   

   投資有価証券 168,856 214,376

   繰延税金資産 544,871 564,789

   その他 118,625 120,756

   貸倒引当金 △4,750 △4,750

   投資その他の資産合計 827,602 895,172

  固定資産合計 871,275 936,053

 資産合計 9,237,677 9,316,163

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 611,358 572,959

  リース債務 3,237 812

  未払金 75,834 32,443

  未払費用 91,671 150,931

  未払法人税等 129,253 15,058

  賞与引当金 344,906 185,104

  受注損失引当金 5,314 51,753

  その他 100,447 133,349

  流動負債合計 1,362,023 1,142,411

 固定負債   

  退職給付引当金 1,670,643 1,767,367

  役員退職慰労引当金 171,028 185,258

  固定負債合計 1,841,671 1,952,626

 負債合計 3,203,695 3,095,038

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 526,584 526,584

  資本剰余金 531,902 531,902

  利益剰余金 5,458,390 5,613,942

  自己株式 △545,581 △545,581

  株主資本合計 5,971,294 6,126,846

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 62,687 94,278

  評価・換算差額等合計 62,687 94,278

 純資産合計 6,033,982 6,221,125

負債純資産合計 9,237,677 9,316,163
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 8,935,081 8,723,755

売上原価 7,272,383 7,252,754

売上総利益 1,662,698 1,471,000

販売費及び一般管理費 819,267 888,399

営業利益 843,430 582,601

営業外収益   

 受取配当金 3,089 3,579

 受取保険金 2,300 －

 保険返戻金 297 －

 保険事務手数料 726 736

 貸倒引当金戻入額 1,235 785

 保険配当金 － 1,585

 その他 1,180 1,629

 営業外収益合計 8,828 8,316

営業外費用   

 支払利息 43 17

 固定資産除却損 4 －

 営業外費用合計 48 17

経常利益 852,210 590,899

税引前四半期純利益 852,210 590,899

法人税、住民税及び事業税 165,417 176,521

法人税等調整額 105,561 16,181

法人税等合計 270,979 192,702

四半期純利益 581,231 398,197
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

減価償却費 17,108千円 11,528千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 242,645 20.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日
定時株主総会

普通株式 242,645 20.00 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　当社の報告セグメントは「ソフトウェア開発」のみであるため、記載を省略しております。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

　調整に関する事項）

　　　当社の報告セグメントは「ソフトウェア開発」のみであるため、記載を省略しております。

 
３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　当社の報告セグメントは「ソフトウェア開発」のみであるため、記載を省略しております。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

　調整に関する事項）

　　　当社の報告セグメントは「ソフトウェア開発」のみであるため、記載を省略しております。

 
３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 47円91銭 32円82銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 581,231 398,197

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 581,231 398,197

普通株式の期中平均株式数(株) 12,132,266 12,132,266
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月６日

株式会社東邦システムサイエンス

取締役会  御中

 
新日本有限責任監査法人

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   新　　居　　伸　　浩   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井　　澤　　依　　子   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東邦シ

ステムサイエンスの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年10月

１日から平成29年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東邦システムサイエンスの平成29年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に

おいて認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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